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果と課題－：Global Perspectives on Diversity in 














教員の視点から－（Breaking the trend in Japanese 






















は，マラヤ大学のAwang Bulgiba Awang Mahmud
副学長補佐（研究開発担当），コーディネーターの























































































































の造語であり，「Think globally, Act locally, Feel in the 
Campus !」のメッセージをこめると同時に，京大の中で
エコを学ぶ学校（Écoleとはフランス語で学校）を期間限定
で開校する意味もこめたものである。
 環境安全保健機構　
 （（環境科学センター）
エコ～るど京大２０１４を開催
オープンラボで，研究者と気軽に
会話を楽しむ参加者の様子
フリーマーケットで人気の
野菜はすぐに完売
学生サークルや留学生による
エコパフォーマンス
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深尾昌一郎先生は，５月３
日逝去された。享年70。
先生は，昭和42年京都大学
工学部電子工学科，同44年工
学研究科修士課程電子工学専
攻を修了し，工学部電気工学
第２学科助手に着任，同49年京都大学工学博士の学
位を授与された。昭和59年同講師，同60年超高層電
波研究センター助教授，同63年同教授に昇任，宙空
電波科学研究センターおよび生存圏研究所教授を経
て，平成19年定年退職し，名誉教授の称号を授与さ
れた。同年東海大学総合科学技術研究所非常勤教授，
平成20～24年福井工業大学工学部教授を務められた。
先生は，理学と工学の学際領域に「レーダー大気
物理学」を確立された。昭和59年に革新的な『MU
レーダー』を完成，全国共同利用を推進，大気波動・
乱流，超高層大気力学など広範な研究業績を挙げた。
また，平成13年インドネシアの赤道直下に『赤道大
気レーダー』を完成させた。応用面では気象庁の小
型レーダー観測網「WINDAS」の基礎を築き，予報
精度向上に貢献された。平成17年「気象と大気のレー
ダーリモートセンシング」を著した（平成25年英訳版
を刊行）。
これらの業績による先生の主な受賞・受章は，平
成６年日経地球環境技術賞，同14年島津賞，同16年
情報通信月間推進協議会志田林三郎賞，同18年文部
科学大臣表彰科学技術賞および大川出版賞，同20年
紫綬褒章である。ご逝去にあたり従四位・瑞宝中綬
章を受けられた。
「深尾昌一郎先生を偲ぶ会」が６月14日（土）に行わ
れ，196名の参加者が先生のお人柄とご業績を偲んだ。
 （生存圏研究所）
深尾　昌一郎　名誉教授
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名誉教授が逝去されました。ここに謹ん
で哀悼の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
６月18日（水）の本学創立記念日を祝し，第58回京都
大学創立記念行事音楽会「パイプオルガンの醍醐味」
を６月13日（金）に京都コンサートホールで開催した。
演奏者の吉田　文氏は今回で２度目の出演とな
り，クラシックからミュージカルの定番まで解説を
交えながら，厳かな演奏が繰り広げられた。
来場者からは，「初めてパイプオルガンの生演奏
を聴いて感動した」，「最後に一緒に歌ったのもよ
かった」などの声があり，パイプオルガンと吉田さ
んの世界に大いに魅了された音楽会となった。  （学務部）
平成２６年度京都大学創立記念行事音楽会を開催
演奏の様子
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亀井節夫先生は，５月23日逝去された。享年88。
先生は，昭和24年３月東京大学理学部を卒業し，
信州大学文理学部の文部教官，講師，助教授を経て，
同38年12月京都大学理学部助教授に就任された。昭
和41年10月同教授に昇任，地質学鉱物学教室の地史
学講座を担当された。この間，昭和61年11月から同
63年11月まで京都大学評議員をつとめられ，平成元
年３月停年退官，同年４月京都大学名誉教授の称号
を授与された。その後，同年４月２日信州大学理学
部教授に就任，平成３年３月31日停年退官，同４年
４月１日より同11年３月31日まで徳島県立博物館館
長を務められた。
先生は，永年にわたって地質学・古生物学の教育・
研究に努められたが，特に新生代の哺乳類化石の研
究に注力され，長期にわたり日本の古脊椎動物学分
野を牽引された。中でも，長鼻類の進化史を精力的
に研究され，更新世の日本に生息していたナウマン
ゾウを独立種と認定するなど，数々の重要な成果を
挙げられた。また，野尻湖の発掘をはじめ，全国各
地で脊椎動物化石の発掘調査を指導された。
一方，教育面では，現在国際的に活躍している数
多くの研究者を育てられた。加えて，普及書の執筆
や，自然史博物館設立の指導など，研究成果の普及
や社会教育の充実にも大きな足跡を残された。また，
学会運営にも貢献され，日本地質学会や日本古生物
学会において名誉会員に列せられた。以上の功績に
より，平成18年には瑞宝中綬章を授与された。
 （大学院理学研究科）
亀井　節夫　名誉教授
藤永太一郎先生は，６月４
日逝去された。享年95。
先生は，昭和16年京都帝国
大学理学部を卒業し，助手に
就任された。昭和21年同講師
に昇任され，同31年京都大学
理学博士の学位を授与された。昭和32年京都大学理
学部助教授を経て，同35年同教授に昇任され，化学
教室分析化学講座を担当された。昭和37年から11年
間地球物理学研究施設（※現在の地球熱学研究施設
（別府））教授，同38年から10年間瀬戸臨海実験所（白
浜）教授，同45年から３年間大津臨湖実験所教授を
併任された後，同50年から２年間機器分析センター
長（※現在の低温物質科学研究センター長），同52年
から５年間瀬戸臨海実験所長を歴任された。昭和57
年停年により退官され，同年京都大学より名誉教授
の称号を授与された。
先生は，分析化学，陸水化学，海洋化学などの領
域において輝かしい業績をあげられた。特に微量電
気分析化学法の開発および琵琶湖の環境化学研究は，
国際的，社会的にも大きな影響をおよぼした。また
数多くの人材を輩出し，学問の進歩に貢献された。
本学在任中はIUPAC正委員，日本学術会議会員，
日本分析化学会会長，停年退官後は神戸学院大学教
授，奈良教育大学学長，財団法人海洋化学研究所理
事長などの要職を務められた。また近畿化学工業会
の「京都化学者クラブ」や本学名誉教授有志による
「一木三水会」といった好学のサロンを主催され，終
生”説・楽・君子”を実践された。
これらの業績により，日本分析化学会賞，タラン
タ・ゴールドメダル，日本学士院賞，ロバート・ボ
イル賞，勲二等旭日重光章などを受けられた。
 （大学院理学研究科）
藤永　太一郎　名誉教授
4236
京大広報 2014.7　No. 702
